


　新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、景況感は依然として厳しい状況が続い
ている。
　これまで、国、県及び市は様々な対策を講じてきたが、市民を守る更なる施策が求めら
れている。早急に対策を講じなければいけないもの、このピンチをチャンスと捉え新たな
生き方に合わせた移住定住策、ふくしあを中心とした掛川型地域包括ケアシステムを更に
充実させるなど、市民の皆様が今以上に安全で安心した暮らしができるよう、次のとおり
提言する。

　各常任委員会が１年間のテーマを定
め、現地調査やリモートによる視察等

を進め、議会報告会で中間報告を行うとともに皆さんの意見を伺い、検討を重ねてきました。こ
れら、所管の常任委員会が調査研究の成果としてまとめた３つのテーマと、市内の経済状況を踏
まえた緊急テーマについて、全議員で政策討論を重ね、提言書としてまとめ、令和３年３月29日
に掛川市長へ提出しました。

掛川市議会政策提言掛川市議会政策提言

1	 ポストコロナ社会におけるＩＴ化、SDGｓの推進等、新たな施策において、ターゲット、ゴールを明
確に示し、市民を置き去りにしない心の通った市政運営に尽くすこと。

2	 コロナ禍による厳しい財政難のなかにあっても、事業の中止や縮小を行うばかりでなく、市民の心
を満たし、市内が活性化する政策に取り組むこと。

3	 複合災害マニュアルを作成するとともに、災害時に活かせる、新しい生活様式を取り入れた避難策
を市民に浸透させること。

4	 コロナ禍における複合災害時での消防団の役割を考えるとともに、災害から地域を守る消防団員を
確保する仕組みを構築し、市も関与すること。

新型コロナウイルス感染症から市民の皆様を守る新たなまちづくりについて

議長から市長へ提言書を渡す 提言書の内容を市長へ説明
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1	 中小企業振興会議などをとおして、最新の状況把握に努めるとともに、国の事業再構築補助金制
度をはじめ、現在の補助金制度や交付金制度、給付金制度の対象外となる事業者などへの支援を
検討すること。

2	 市内企業に対し、企業内で感染者が発生した際、市の備蓄する抗原検査キットの活用も含めた「対
応指針（マニュアル）」を示すこと。

3	 緑茶カテキンが免疫力を高めることの重要性が再認識されている。静岡県立大学の研究による緑茶
のコロナウイルスへの効能に関して発表後すみやかに、県とともに積極的な情報発信に努めること。

4	 本市において、ビジネス客がもたらす経済効果は大きい。ビジネス客を回復させる施策を検討す
ること。

5	 前回のプレミアム付商品券事業の検証を行い、事業者の資金繰り及び換金方法などの制度設計に
関して今後に生かすこと。

6	 大東温泉シートピアの民間譲渡後については、地元企業や農業者が関われるよう協力体制を整え
ること。

7	 外国人技能実習生の受け入れをしている企業に対して、外国人実習生への教育プログラム等を母
国語で行えるよう支援をすること。

8	 国、県の補助金や給付金の電子申請について、相談窓口を設けるなど支援体制の充実を図ること。

市内の経済状況を踏まえて

1	「掛川市移住・定住促進計画」を策定し、スピード感をもって全庁体制で取り組むこと。
2	 全市的な機運醸成を図り、受入体制を整備すること。
3	 更なる官民連携を推進し、効果的な施策を展開すること。

ポストコロナを見据えた新たな生き方に合わせた移住定住策

1	 ふくしあが「まちの保健室」のような位置づけであること、誰もが気軽に立ち寄ることができ、
赤ちゃんからお年寄りのことまで、なんでも相談できる施設であることを庁内で共有し、市民に
対しても周知徹底すること。

2	 ふくしあの相談機能強化と関係機関との連携強化のため、人材育成を行い幅広い知識を持った職
員及び専門職の配置を検討すること。

3	 人生100年時代を迎え、各個人だけでなく地域住民の心身の健康維持を自分事として捉える機
運の醸成を図る施策を構築すること。

4	 在宅ケアを進めていく上で、緩和ケア、在宅看取り、ケアラー支援、訪問診療・訪問看護などの
在宅医療の課題を明らかにして、対処すること。

5	 初期段階での介護予防やリハビリの充実により、重度化を防ぐ地域医療体制を構築すること。
6	 健康を自ら維持し、最期まで自分らしく生きるために、市民に対してエンディングノートを人生
設計ノートとして、今以上に周知活用していくこと。

人生100年時代構想を踏まえた地域包括ケアシステムについて

5	 	新型コロナワクチン接種については、接種体制の課題を早期に解決し、すべての市民が安心して接種
できる体制を整えること。

6		外国人にも分かりやすい情報の伝達と発信策を確立すること。
7		ポストコロナ社会を見据え、魅力あるまちとなるために、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
による新たな価値が具現化されたスマートシティの創設に向けて取り組むこと。
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　今回もコロナ対応のために多くの補正が組まれています。財源として国庫支出金や特別
地方交付税を活用した補正となっています。

645億4,613万9千円2月補正後の予算額

第14号補正額　5,291万3千円

　副市長の退職に伴い、給料等
の減額及び退職手当の追加

①人事管理費 ①人事管理費 増増
　　　　　  291万円　　　　　  291万円

　ふるさと応援寄附金の増に伴い、必要経費を増額するとともに、基金への
積立金を増額

② ふるさと納税推進費 ② ふるさと納税推進費 増増       757 万円757 万円
　 ふるさと応援基金積立金 　 ふるさと応援基金積立金 増増       4,243 万円4,243 万円

第12号補正額　△8億2,412万7千円

投資額の減や、従業員数の減により
補助対象外となった企業があるため

①産業立地奨励事業費①産業立地奨励事業費
補助金補助金 減 減 
△△ 1 億 1,203 万円1 億 1,203 万円

　用地補償の難航や設計見直し
による

②海岸防災林強化事業②海岸防災林強化事業
費費 減減 

 　 　△△1億 3,637 万円1億 3,637 万円
　入札差金等（P5 文教厚生委員
会報告参照）

③学校教育情報化推進③学校教育情報化推進
事業費 事業費 減減 

              △△1億 842 万1億 842 万円円

決算見込みに合わせた精算的な減額

広域避難所等のパーテーシ
ョン、防災ベッドの整備費用

①コロナ対策に係①コロナ対策に係
る防災対策用備る防災対策用備
品購入費 品購入費 増増

　　 　　　 　4,180 万円4,180 万円 　コロナの影響により、子育て
と仕事を一人で担う低所得の
ひとり親世帯を支援するため、
本年度２回目の給付金を支給

②②ひとり親世帯臨時ひとり親世帯臨時
特別給付金事業費特別給付金事業費
増　増　 2,060 万円2,060 万円

　コロナ対策として実施した、経済変動対
策貸付金利子補給金と小口特別資金利子補
給金について、基金を設置し、次年度以降の
財源として積立

③③新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症
対策融資利子補給事業基金対策融資利子補給事業基金
積立金積立金 追加    追加    2,700 万円2,700 万円

その他コロナ対策等による増額

第10号 補正 第11号 補正 第13号 補正

予防接種台帳システムの改修、接
種券の印刷及び発送、さらに実施体
制の整備に伴う人材派遣の委託費
用。抗原検査キットの整備費用

新型コロナウイルス感染症により
売り上げが大幅に減少し、経営に影
響を受けている中小企業等を支援
するための給付金

ワクチン接種案内コールセン
ターの委託と医療従事者へのワク
チン接種に係る経費

新型インフルエンザ等新型インフルエンザ等
予防事業費  予防事業費  追加追加  　　 　　
　　　　  　　　　  6,888 万円6,888 万円

中小企業等応援給付金中小企業等応援給付金
追加追加　　 　　  　　 　　  4 億円4 億円

新型コロナウイルスワク新型コロナウイルスワク
チン接種事業費チン接種事業費 追加追加 
　　　　  2,823 万円　　　　  2,823 万円

令和 2 年度一般会計補正予算の概要
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総務委員会 委員長 小沼秀朗

文教厚生委員会 委員長 窪野愛子

環境産業委員会 委員長 山本裕三

QQQ QQQ QQQ

AAA
AAA

AAA

QQQ

AAA

令和２年度補正予算関係議案などを審査するため、３つの常任委員会に令和２年度補正予算関係議案などを審査するため、３つの常任委員会に
付託され、以下の質問がありました。付託され、以下の質問がありました。

常任委員会 委員長報告常任委員会 委員長報告 補正予算
関係抜粋

折りたたみ式ベッド及び飛
沫感染予防のパーテーショ
ンの保管について、市内に
効率良く配置されているの
か伺う。
小中学校の空き教室利用に
ついて、教育委員会と調整
中です。各広域避難所に設
置されている防災倉庫への
配置を検討しています。

債務負担行為の補正となる
松ヶ岡整備工事費は、工事
の発注方法が一括から分
割に変更されたが、総事業
費が予定の４億円を上回る
心配はないか。
現在のところ、4億円で収
まる計画で進めています。

コロナ禍における職員のテ
レワークの利用者数等につ
いて伺う。
テレワークの利用状況につ
いて、12月末現在で延べ
188人、令和元年度の同時
期では64人で約 3 倍と利
用が増えています。安全管
理や情報流出は心配ない状
況です。

避難所での防災設備に
ついて 松ヶ岡整備工事費について 職員のテレワークについて

QQQ

AAA

保育園や認定こども園な
どの待機児童数について
伺う。
令和 3 年 2月1日現在
の待機児童は、国定義
が 82人、全体の入所保
留者が 363人です。

待機児童について

QQQ

AAA

ワクチンの接種費用は全額、
国から補助されるのか。
基本的には国の予算で全額補
助されることになっています
が、該当にならない部分が出る
可能性もあるので、医師会や
医療従事者などと協議しながら
計画を立てていく予定です。

ワクチン接種について

QQQ

AAA

学校教育情報化推進事業費を
減額した理由について伺う。
GIGA スクール構想が推進
され、端末自体が安価となっ
たこと、参入業者の増加に
より、安く購入できる環境が
整ったことなどが理由です。

学校教育情報化推進事業に
ついて

QQQ

AAA

ポストコロナ対応経済
活動助成金を活用し、
コロナ対策を万全にお
こなっている飲食店や
事業者の発信ができな
いか。
関係団体と連携し、PR
をしていきます。

QQQ

AAA

県補助金の交付基準に満た
ないと懸念されていたが状
況はいかがか。
県の基準に変更はありませ
んが、一部の路線で、企業
研修に向かう外国人労働者
の利用があったため、県の
基準が満たされました。

移住・就業支援金事業について ポストコロナ対応経済
活動助成金について

バス交通対策事業費に
ついて

令和 3 年度の国の動向を踏ま
えた移住者等の見込みを伺う。
国の動向では、支援対象者を拡
大するとしていますが、制度的に
条件が厳しく、すぐに移住者が増
えると見込むのは難しいです。制
度の詳細や当市の実情を踏まえ
て、今後も検討していきます。
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ポストコロナ＆ウィズコロナ対応として

• 議場インターネット無線 LANや議員のタブ
レット導入（1,104万円 )

•GIGA スクール構想に基づいた児童生徒1人
1台タブレット端末活用（1億193万円）

•個人番号カード普及拡大（5,354万円）

• 新たなビジネススタイル応援補助金（サテラ
イトオフィス等誘致1,000万円）    他

令和3年度当初予算の概要
「コロナ禍を契機とした社会変化に対応し、未来への飛翔力を育む予算」「コロナ禍を契機とした社会変化に対応し、未来への飛翔力を育む予算」
　2月定例会では、令和3年度の市長施政方針において、「これまで培ってきた協働の力によって､コロ
ナ禍をより良いまちづくりへのチャンスと捉える。地方分散の受け皿作り、デジタル化を進め、ポストコ
ロナ時代の新しい時代を築く」方向が示され、それを実現するための予算が提案、可決されました。
　歳出を全体で4.5%、23億円ほど押さえ、財政調整基金からの繰り入れ減額（10 億円）、市税収入
等の減額（7億 8,981万円）や市債・国庫支出金・県支出金などの依存財源の減額（7億 820万円）
などを補う予算立てとなっています。

主
な
新
規
事
業

教育・文化
●大東給食センター改修（1億 661万円）
●電子図書館システム構築（576万円）
健康・子育て・福祉
●千羽地内保育園開設（1億7,624万円）
●結婚新生活支援事業（450万円）
安全・安心・都市基盤
●庁舎天井改修（2億 3,811万円）
●自主防災会タブレット端末導入（843万円）

協働・広域・行財政
●DX 推進・地方分散を受けた都市づくり
計画策定（400万円）

●WEBによる職員採用（354万円）
産業・経済・シティプロモーション
●移住促進拠点施設整備事業（1,000万円）
●観光誘客推進事業（450万円）
●産業立地奨励事業（3億 2,472 万円）

第 1号　新型コロナウイルスワクチン接種体制費 増  6億4,366万円
接種体制費用（接種費用、会場費、コールセンター運営費、人件費等　全額国庫支出金）

第2号　健康ふれあい館改修費負担金 追加  2億4,000万円
施設及び設備の改修に要する経費の一部を負担金として交付
経済変動対策貸付金利子補給金 増  442万円

歳出予算構成比（一般会計：目的別）

民生費
32.4％
民生費
32.4％

総務費
12％
総務費
12％

土木費
10.2％
土木費
10.2％
公債費
10.3％
公債費
10.3％ 教育費

11.9％
教育費
11.9％

商工費 2.7%商工費 2.7%

労働費 3.1%労働費 3.1%
消防費
3.5％
消防費
3.5％

衛生費
10.1％
衛生費
10.1％

農林水産業費
 2.8％
農林水産業費
 2.8％

その他 1%その他 1%

歳
出
予
算
構
成
比（
一
般
会
計
：
目
的
別
）

令和3年度一般会計補正予算の概要

「新型コロナウイルス感染症対策」「新型コロナウイルス感染症対策」

区 　 分 令 和 3 年 度 令 和 2 年 度 増 　 減
総 額 828億9,226万円 851億9,893万円 △23億667万円
一 般 会 計 484億8,000万円 507億8000万円 △23億円
特 別 会 計 243億8,218万円 241億6,518万円 2億1,700万円
企 業 会 計 100億3,009万円 102億5,375万円 △2億2,367万円

＊特別会計（国民健康保険、後期高齢者保険、介護保険、大坂・土方工業用地整備事業、4財産区など）
企業会計（水道、下水道など）
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総務委員会 委員長 小沼秀朗

環境産業委員会 委員長 山本裕三

文教厚生委員会 委員長 窪野愛子

QQQ QQQ QQQ

QQQQQQQQQ

QQQ QQQ QQQ

AAA
AAA

AAA

AAAAAA
AAA

AAA AAA
AAA

令和３年度予算関係議案などを審査するため、３つの常任委員会に令和３年度予算関係議案などを審査するため、３つの常任委員会に
付託され、以下の質問がありました。付託され、以下の質問がありました。

常任委員会 委員長報告常任委員会 委員長報告 当初予算
関係抜粋

結婚新生活支援事業費補
助金の算出根拠について
伺う。
昨年度の掛川市の婚姻数や
他市の事業実施状況を勘案
して算出しました。

シニアクラブについて制度
改正をする考えはないか
伺う。
あり方について根本的なと
ころからしっかりと考えてい
きます。

図書購入費の減額理由に
ついて伺う。
電子図書館システムやデジ
タルアーカイブの導入を進
めていくため、図書購入費
を減額しました。

結婚新生活支援事業に
ついて

地元を良く知る人材も
必要であると考えるが、
Webでの職員採用試
験のメリットを伺う。
遠方でも試験を受けるこ
とが可能になり、優秀な
人材を幅広く採用できま
す。今回、大阪府、茨
城県、石川県の方を採
用しました。女性職員の
採用も増加しています。

徴収猶予特例制度によ
る滞納繰越分の来年度
以降の状況を伺う。
徴収猶予特例制度は、
今年度で終了となりま
す。今後は、催告をし
ながら徴収を進めてい
きますが、滞納繰越に
なる可能性もあります。

職員採用をWebで
行うことについて

30 ｍ級はしご付消防車の新規整
備事業内容と、市内高層建築物の
全てが消火可能となるのか伺う。
同型車所有の静岡市で研修を予定し
ており、整備のない袋井市、菊川市、
御前崎市と、有事の際に協力体制を
とります。市内に15ｍ以上の中高
層建築物が 200 棟以上、そのうち
31ｍ以上の高層建築物は9棟あり
ますが、延焼抑制構造や、スプリン
クラーにて、心配ないと考えています。

はしご付消防車車両について 市税の徴収猶予特例
制度について

シティプロモーション部門
を改編する理由を伺う。
選ばれるまちの実現に向けて、
地域の魅力を活かしたシティ
プロモーションにより人材等を
呼び込み移住定住を図るため、
「シティプロモーション・移住
促進係」を設置しました。

静岡県立大学の緑茶の健
康効能研究結果に合わせた
PR方法について伺う。
効果があることが発表さ
れた場合には、パンフレッ
トや SNS を活用し情報発
信していきたいと考えて
います。

地域経済活動活性化事業費、
「新たなビジネススタイル応
援補助金」を創設した目的は。
新たな生活様式や働き方の
変化に合わせた、新規事業
進出者を支援することで店舗
や事務所を増やし、地域経済
を活性化していくためです。

シティプロモーションに
ついて

緑茶の健康効能研究に
ついて

地域経済活動活性化事業
について

老人クラブ育成事業に
ついて 図書館運営について

令和３年２月定例会かけがわ 市議会だより7



横
須
賀
高
等
学
校
の
存
続
活

動
は南

遠
地
域
教
育
環
境
整
備
推
進

協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
市
の

協
力
体
制
を
得
て
南
遠
地
域
の
教
育

環
境
を
考
え
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
る

中
、
横
須
賀
高
校
の
存
続
と
候
補
地

の
先
行
取
得
に
つ
い
て
伺
う
。

土
地
を
先
行
取
得
す
る
考
え
は
な
い

掛
川
市
は
、
横
須
賀
高
校
の
新

構
想
高
校
へ
の
再
編
統
合
は
、

反
対
の
立
場
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
高

校
が
存
続
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

を
見
据
え
た
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
横
須
賀
高
校
の
施
設

拡
充
の
た
め
の
土
地
を
前
も
っ
て
用

意
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
導
入
に
伴
う

教
員
へ
の
研
修
指
導
は

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向

上
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
分
野

な
ど
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
つ
外
部

人
材
登
用
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
委
員
会
の
体
制
を
強
化
し
て
い
く

今
年
２
月
か
ら
、
専
門
員
を
入

れ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
初
期

導
入
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。
外
部

の
人
材
だ
け
で
な
く
、
教
育
委
員
会

の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
専
門
ス
キ
ル
に
加
え
、
教
材
、
学

習
の
内
容
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
で

き
る
職
員
を
派
遣
す
る
体
制
を
作
っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
自
宅
療
養
で

の
支
援
策
は

コ
ロ
ナ
感
染
者
で
、
家
庭
内
で

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
自
宅
療
養
者
の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

宿
泊
療
養
施
設
で
の
療
養
と
な
る

入
院
の
必
要
の
な
い
感
染
者
は
、

宿
泊
療
養
施
設
で
の
療
養
と
な

り
ま
す
。
本
人
の
事
情
で
自
宅
療
養

と
な
っ
た
場
合
に
も
、
保
健
所
が
毎

日
健
康
観
察
を
行
い
、
自
宅
療
養
が

困
難
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
宿
泊
療
養

施
設
で
の
療
養
を
指
導
さ
れ
ま
す
。

質
問
者

二
村
禮
一

創 世 会
Q

Q Q

A

AA

静岡県立横須賀高等学校

会派代表質問

Q&A

　３月５日に、会派を代表して行う「代表質問」を行いました。「創世会」、「アクティ３月５日に、会派を代表して行う「代表質問」を行いました。「創世会」、「アクティ
ブマネジメント・公明クラブ」、「共に創る掛川」の３会派の代表議員が、市長の施政方針、ブマネジメント・公明クラブ」、「共に創る掛川」の３会派の代表議員が、市長の施政方針、
新年度予算に関して質問しました。新年度予算に関して質問しました。

会派代表質問を行いました会派代表質問を行いました

令和３年２月定例会 かけがわ 市議会だより 8



Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現
に

向
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
法
は

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進
さ

れ
る
中
で
、
一
人
一
台
タ
ブ
レ

ッ
ト
は
学
習
面
で
の
活
用
以
外
に
、

悩
み
や
心
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
教
師
と

児
童
生
徒
、
学
校
と
家
庭
を
つ
な
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

家
庭
の
心
配
事
の
相
談
に
も
活
用

し
て
い
く

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
学
校
だ
け

で
な
く
、
家
庭
に
持
ち
帰
り
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
、
学
習
面
だ
け
で

な
く
、
家
庭
の
心
配
事
も
双
方
向
通
信

機
能
を
利
用
し
て
担
任
へ
相
談
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
防
災
意
識
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
条
例
」の
効
果

と
課
題
は

「
防
災
意
識
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
条
例
」
の
効
果

と
課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

広
く
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
い
く

「
家
庭
の
避
難
計
画
」
の
作
成

率
が
46
・
3
％
で
あ
る
た
め
、

さ
ら
な
る
積
極
的
な
周
知
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
災
害

を「
我
が
こ
と
」と
し
て
意
識
し
、「
家

庭
の
避
難
計
画
」
作
成
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
所
等
に
お
い
て

も
、
防
災
の
発
信
を
行
う
な
ど
、
引

き
続
き
、
事
業
所
と
行
政
が
協
働
し
、

広
く
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

緑
茶
の
効
果
・
効
能
の
研
究

成
果
と
展
望
は

緑
茶
の
効
能
、
効
果
な
ど
あ
ら

ゆ
る
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
研
究
成
果
と
展
望
を
伺

う
。

茶
業
活
性
化
に
結
び
付
く
こ
と
を
期
待

す
る

県
の
研
究
機
関
と
県
立
大
学
で

緑
茶
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
阻
害
効
果
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
成
果
の
発
表
に
よ
り
お

茶
の
需
要
が
増
加
し
、
茶
業
活
性
化
に

結
び
付
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
、
連
携

に
つ
い
て

松
井
市
政
３
期
12
年
の
総
括

は
前
進
し
た
、
達
成
し
た
、
成
し

遂
げ
た
と
評
価
し
て
い
る
政
策

課
題
を
伺
う
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

を
構
築
し
、
そ
の
理
念
を
市
民

や
事
業
者
に
浸
透
さ
せ
て
、
様
々
な

政
策
課
題
の
前
進
や
解
決
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
健
康
医
療
に
つ
い
て
は
、

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
、

希
望
の
丘
の
開
設
な
ど
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
整
備
が
進
み
、
子
育
て
総
合

案
内
サ
イ
ト
な
ど
の
様
々
な
ソ
フ
ト

施
策
も
充
実
し
、
大
き
く
前
進
し
た

政
策
と
捉
え
て
い
ま
す
。

次
期
政
権
に
申
し
送
り
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
課
題
を
伺
う
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
は
じ
め
と
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
散
の
受
け

皿
づ
く
り
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
の

取
り
組
み
や
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の

検
討
な
ど
の
政
策
課
題
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
条
例
が
未
整
備
で
あ
る
板

沢
、
上
内
田
４
区
、
南
郷
、
倉

真
の
４
財
産
区
に
つ
い
て
、ほ
か
正
規

の
４
財
産
区
と
併
せ
、地
域
住
民
や
全

市
民
と
の
情
報
共
有
の
あ
り
方
、今
後

の
財
産
区
の
あ
る
べ
き
姿
を
伺
う
。

財
産
区
の
活
動
を
継
続
さ
せ
て

い
く
た
め
、
幅
広
い
周
知
と
地

域
住
民
が
参
加
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
各
財
産
区
の
役
員
と
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
財
産
区
は
、
独
立
し
た
法

人
格
を
持
つ
特
別
地
方
公
共
団
体
で

す
。
区
有
地
の
有
効
活
用
に
よ
り
、

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
が
さ
ら
に

進
む
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

適
正
な
予
算
執
行
、
監
査
に
よ
り
掛

川
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
透
明
性
の

保
持
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防

接
種
の
実
施
に
つ
い
て

質
問
者

松
浦
昌
巳

質
問
者

鈴
木
久
裕

QQ

Q

Q

Q

Q

AA

A

A A

A

共に創る掛川

アクティブマネジメント・公明クラブ

令和３年２月定例会かけがわ 市議会だより9



Q

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
禍
に
お
け
る

学
校
教
育
の
対
応
は

昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
休

校
措
置
に
よ
り
、
本
来
こ
の
間
行

わ
れ
る
べ
き
授
業
時
間
数
を
ど
の
よ
う

に
補
っ
て
き
た
か
伺
う
。

夏
季
休
業
を
10
日
間
に
短
縮
し

た

令
和
２
年
度
は
市
内
す
べ
て
の

小
中
学
校
で
夏
季
休
業
を
10
日

間
に
短
縮
し
、
授
業
日
数
は
平
均
で

約
９
日
間
程
度
の
縮
減
に
留
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
各
学
校
で
は
、
学
校

行
事
の
内
容
を
精
選
し
た
り
、
年
間

指
導
計
画
を
工
夫
し
た
り
す
る
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
各
教
科
で

学
習
す
べ
き
内
容
は
、
予
定
通
り
令

和
２
年
度
中
に
す
べ
て
履
修
す
る
予

定
で
す
。

教
職
員
の
働
き
方
の
早
急
な
改
善

実
施
を教

員
の
長
時
間
勤
務
を
解
消
す
る

た
め
に
、
早
急
に
市
独
自
の
予
算

を
計
上
し
教
員
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、

年
間
行
事
の
精

選
や
業
務
を
簡

略
化
し
、
負
担

軽
減
に
つ
な
げ

る
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺

う
。今

後
さ
ら
な
る
業
務
改
善
を

図
っ
て
い
く

教
員
の
増
員
の
た
め
、
県
や
国

へ
教
員
定
数
の
改
善
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
習
支
援
員
な

ど
を
配
置
し
、
負
担
軽
減
に
努
め
て

お
り
、
年
間
行
事
の
見
直
し
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
員
の
働
き

方
改
革
に
関
す
る
研
究
指
定
校
で
は
、

変
形
労
働
制
や
小
学
校
の
教
科
担
任

制
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
、
先
進
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後

は
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
、
さ
ら
な

る
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
的
資
源
を
地
域
活
性
化
策
に

史
跡
横
須
賀
城
跡
整
備
計
画
の
西

大
手
・
南
外
堀
ゾ
ー
ン
の
見
直
し

案
を
、
よ
り
実
の
あ
る
整
備
に
し
て
い

く
た
め
に
、
現
県
道
を
い
ち
早
く
南
側

に
バ
イ
パ
ス
化
し
て
、
後
の
公
園
整
備

の
推
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

早
期
事
業
再
開
に
向
け
、
地
権
者

等
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く

主
要
地
方
道
袋
井
大
須
賀
線
の

バ
イ
パ
ス
化
事
業
は
、
一
部
の

地
権
者
等
か
ら
協
力
が
得
ら
れ
な
い

た
め
、
事
業
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
事
業
再
開
に
向
け
、
地
権
者
等
と

の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

環
境
省
は
令
和
３
年
度
か
ら
、「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言

し
た
自
治
体
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
が
、

本
市
も
宣
言
を
し
て
支
援
策
を
活
用
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

脱
炭
素
社
会
実
現
の
取
り
組
み

と
し
て
新
電
力
会
社
を
設
立

掛
川
市
は
、
脱
炭
素
社
会
実
現

の
取
り
組
み
と
し
て
地
域
新

電
力
会
社
「
か
け
が
わ
報
徳
パ
ワ
ー
」

を
設
立
し
、
公
民
連
携
に
よ
り
地
域

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
地
域
課
題
解
決
事
業
を
こ
れ
か

ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
宣
言
は
そ
の
先
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
全
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
価
値
あ
る
掛
川
市
海
岸
線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
つ
い
て

創
世
会

寺
田
幸
弘

Q

Q

Q

A

A

A

A

創
世
会

藤
原
正
光

横須賀城跡公園から再生可能エ
ネルギーの利活用が進められて
いる海岸線を望む
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掛
川
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

制
定
の
時
期
は

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
は
、
既

に
県
内
６
市
町
で
制
定
さ
れ
て

い
る
。

　
「
掛
川
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

は
犯
罪
被
害
者
の
方
々
に
寄
り
添
い
、

支
え
る
こ
と
は
元
よ
り
、
犯
罪
の
抑
止

力
に
も
な
る
。
市
民
が
犯
罪
の
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
思

う
。
掛
川
警
察
署
、
静
岡
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
庁
内
各
課
が
連
携

し
、
当
事
者
の
声
を
反
映
し
た
内
容
に

す
べ
き
と
思
う
が
、
条
例
制
定
の
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
３
年
度
中
に
制
定
が
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
る

令
和
３
年
度
中
に
「
条
例
と
施

行
規
則
」
の
制
定
が
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
ま
す
。
単
に
条
例
や
施

行
規
則
を
作
る
の
で
は
な
く
、
様
々

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
犯
罪
被
害
者

支
援
を
実
施
し
て
い
る
関
係
者
等
か

ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
支
援
施
策

に
つ
い
て
十
分
に
研
究
、
検
討
し
、

制
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
２
つ
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
統
合
協
議
会
設
置
を

市
内
２
つ
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
き
き
ょ
う
荘
、
小
笠
老
人
ホ
ー

ム
）
の
施
設
老
朽
化
や
利
用
者
の
人
権
、

感
染
症
対
策
な
ど
に
不
安
が
あ
る
。
ま

た
利
用
者
の
減
少
や
高
齢
化
も
あ
り
、

統
合
を
目
的
と
し
た
協
議
会
を
設
置
す

る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

「
庁
内
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
く

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
点
も
考
え

あ
わ
せ
、
個
室
化
な
ど
の
対
応

を
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
集
約
の

時
期
な
ど
に
つ
い
て
、「
庁
内
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
合
協
議

会
に
つ
い
て
は
、「
庁
内
検
討
委
員
会
」

で
の
検
討
経
過
を
、
市
議
会
や
既
存

の
会
議
体
な
ど
で
報
告
、
協
議
し
て

い
く
な
か
で
、
設
置
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

き
き
ょ
う
荘
の
土
砂
災
害
対
策
は

き
き
ょ
う
荘
の
敷
地
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
な
っ
て
い
る
が
災
害

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

避
難
確
保
計
画
を
策
定
し
、避
難

訓
練
を
行
っ
て
い
る

建
物
の
一
部
が
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
主
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
で
あ

り
建
物
自
体
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
安
全
確
認
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
土

砂
災
害
に
関
す
る
避
難
確
保
計
画
を
策

定
し
、
有
事
に
備
え
て
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

A

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

窪
野
愛
子

犯罪被害者週間チラシ

ききょう荘

創
世
会

松
本
　
均
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Q

和
田
岡
原
地
内
に
お
け
る
登
記

誤
り
の
対
応
は

議
会
の
不
適
切
行
政
事
務
調
査

特
別
委
員
会
は
、
登
記
誤
り
を

正
す
た
め
に
、
松
井
市
長
自
ら
が
相
手

方
に
直
接

謝
罪
を
す
る

よ
う
に
、
提

言
、
ま
と
め

を
行
っ
て
い

る
が
解
決
に

向
け
、
松
井

市
長
は
行
動

し
た
の
か
伺

う
。地

権
者
に
文
書
を
郵
送
し
、
解
決

に
向
け
た
協
力
を
お
願
い
し
た

交
渉
内
容
に
乖
離
が
あ
る
た
め
、

地
権
者
に
直
接
謝
罪
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
文
書
を
郵
送
し
、
解
決

に
向
け
た
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
和
田
岡
原
防
除
組
合
に
対
し
て

陳
謝
し
、
地
権
者
と
の
交
渉
を
継
続
し

て
い
く
際
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
県
に
対
し
て
事
業
の
継
続
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

（
仮
称
）
本ほ

ん

村む
ら

橋ば
し

の
見
通
し
は

平
成
17
年
頃
、
本
村
橋
の
こ
と

で
地
元
で
は
話
が
盛
り
上
が
っ

た
。
そ
の
後
、
山
口
橋
歩
道
橋
工
事
が

進
み
完
成
は
近
い
。
そ
の
上
流
に
は
本

村
橋
建
設
の
要
望
が
あ
る
。
市
の
考
え

方
と
実
現
の
見
通
し
を
伺
う
。

山
口
橋
歩
道
橋
完
成
後
、
地
元

住
民
と
協
議
・
検
討
し
て
い
く

西
山
口
小
学
校
へ
通
う
児
童
の

安
全
な
通
学
路
を
確
保
す
る
た

め
、
ま
ず
は
、
山
口
橋
歩
道
橋
の
新

設
を
優
先
し
て
実
施
し
て
お
り
、
令

和
３
年
度
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

本
村
橋
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
山
口

橋
歩
道
橋
完
成
後
、
課
題
や
事
業
効

果
等
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
、
改
め

て
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
・
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
掛
川
市
に
お
け
る

原
子
力
防
災
の
強
化
と
体
制
の

あ
り
方
は

掛
川
市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
課
題
は
多

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
も
し
も
の
時
に
、

市
民
を
災
害
や
混
乱
か
ら
守
り
切
れ
な

い
。
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち

を
預
か
る
す
べ
て
の
施
設
で
の
原
子
力

防
災
の
避
難
訓
練
、
備
蓄
の
必
要
性
を

伺
う
。

防
災
教
育
・
訓
練
の
実
施
を
推
進

し
、
備
蓄
の
準
備
を
働
き
か
け
る

避
難
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
は
、
千
浜
小
学
校
で
原
子
力

災
害
訓
練
を
、
一
部
の
園
で
屋
内
退

避
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
園
・
学
校
で
は
、
原
子
力
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
災
害

時
の
対
応
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
園
・
学
校
・
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
防
災
教
育
・
防
災
訓
練
の
実

施
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　

次
に
、
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
対
応
に
使
用
す
る
マ
ス
ク
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、必
要
な
備
蓄
は
、

各
家
庭
で
の
準
備
を
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
の

市
長
の
考
え
は

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
の

国
、
県
へ
の
要
望
は
進
展
が
あ
る

の
か
、
事
前
配
布
の
市
長
の
考
え
を
伺

う
。今

後
も
粘
り
強
く
、
事
前
配
布

に
つ
い
て
要
請
し
て
い
く

原
発
の
周
辺
４
市
で
構
成
す
る

協
議
会
や
県
を
通
し
て
、
毎
年

度
、
国
へ
安
定
用
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
布
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
市
独
自

の
訓
練
検
証
に
よ
り
、
緊
急
配
布
は

困
難
と
判
断
し
た
の
で
、
今
後
も
粘

り
強
く
、
事
前
配
布
の
エ
リ
ア
拡
大

や
配
布
方
法
の
変
更
を
要
請
し
て
い

き
ま
す
。

至
誠
の
会

鷲
山
喜
久

Q

Q

Q

A

A

A

A

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

藤
澤
恭
子

和田岡原地内ファームポンド貯水タンク
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横
須
賀
高
等
学
校
の
統
合
計
画

へ
の
今
後
の
対
応
は

横
須
賀
高
校
存
続
に
向
け
、
掛
川

市
、
南
遠
地
域
教
育
環
境
整
備
推

進
協
議
会
、
市
議
会
議
員
、　

掛
川
市
教

育
委
員
会
も
含
め
て
、
オ
ー
ル
掛
川
と

し
て
、
よ
り
強
い
働
き
掛
け
と
覚
悟
が

あ
る
の
か
伺
う
。

存
続
に
向
け
、
気
概
を
持
っ
て
、

対
応
し
て
い
き
た
い

横
須
賀
高
校
を
存
続
さ
せ
る
た

め
、
県
知
事
、
県
教
育
長
及
び

関
係
者
に
覚
悟
を
持
っ
て
何
年
も
主

張
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
存

続
に
向
け
、
気
概
を
持
っ
て
、
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

エ
コ
パ
へ
の
野
球
場
誘
致
に
中
東

遠
地
区
の
自
治
体
と
連
携
策
を

エ
コ
パ
へ
の
県
立
野
球
場
誘
致
は

用
地
買
収
の
必
要
が
な
く
、
予
算

面
で
優
位
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
も
良
く

集
客
力
が
あ
り
収
益
性
も
高
い
と
試
算

で
き
る
。
中
東
遠
地
区
の
自
治
体
と
も

連
携
し
県
へ
提
言
で
き
な
い
か
伺
う
。

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る

プ
ロ
野
球
等
が
開
催
で
き
る
規

模
の
野
球
場
建
設
の
思
い
は
、

中
東
遠
地
域
の
自
治
体
も
同
じ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
県

を
動
か
す
に
は
複
数
の
自
治
体
が
連

携
し
て
取
り
組
む
方
が
有
効
で
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
内
治
水
対
策
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
30
％
を
超

す
「
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認

め
る
事
業
」
分
は
、
松
ヶ
岡
整
備
の

3
3
6
2
万
４
千
円
以
外
は
使
わ
れ
る

こ
と
な
く
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い

る
。
現
在
４
億
7
9
6
1
万
円
に
の
ぼ

る
基
金
の
使
い
道
は
、
今
後
、
誰
が
ど

の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

既
に
使
途
は
明
確
化
さ
れ
て
い
る

現
在
、
寄
附
の
申
込
用
紙
に

は
、
寄
附
者
の
思
い
に
沿
っ
た

寄
附
金
の
使
い
方
に
資
す
る
た
め
、
７

つ
の
使
途
区
分
を
明
示
す
る
と
と
も

に
、「
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
業
」と
い
う
区
分
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
既
に
使
途
は
明
確
化

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
市

長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
」
と
い
っ
て

も
、
各
種
事
業
の
予
算
化
は
そ
の
財

源
を
含
め
て
議
会
の
議
決
を
経
て
決
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
市
長
の
独
断
で
は
な

く
、
自
治
体
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

市
と
し
て
核
兵
器
禁
止
国
際
条
約

へ
の
参
加
を
国
に
求
め
る
べ
き
で

は

掛
川
市
は「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
な
い
、
世
界
に
核
兵
器
の
禁

止
を
発
信
し
て
い
る
。
市
長
も
１
月
に

発
効
し
た
こ
の

条
約
へ
の
参
加

を
国
に
求
め
る

署
名
を
し
、
条

約
へ
の
参
加
を

促
す
考
え
は
な

い
か
。

国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
を
し
た

核
兵
器
の
廃
絶
は
人
類
共
通

の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
、
掛
川

市
は
す
で
に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
掛
川
市
長
と
し
て
署
名
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
先
日
、
署
名
し
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る

施
策
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
選
挙
権
の
行
使
を
保

障
す
る
手
立
て
に
つ
い
て

QQ

Q

Q

A

A

A

A

エコパスタアジアム

国連での核兵器禁止条約の
採択を喜ぶ被爆者

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子

創
世
会

小
沼
秀
朗
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■賛否の分かれた議案（賛成多数可決)　　  ○○賛成　×反対
創世会 AMK＊ 共掛＊ 至

＊
志
＊
共
＊

大
石

勇
＊

寺
田
幸
弘

藤
原
正
光

嶺
岡
慎
悟

山
本
裕
三

松
本

均

小
沼
秀
朗

二
村
禮
一

鈴
木
正
治

藤
澤
恭
子

松
浦
昌
巳

窪
野
愛
子

山
本
行
男

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

鷲
山
喜
久

草
賀
章
𠮷

勝
川
志
保
子

令和３年度掛川市一般会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和３年度掛川市国民健康保険特別会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和３年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和３年度掛川市介護保険特別会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

掛川市ふるさと応援基金条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和２年度掛川市一般会計補正予算（第12号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

第２次掛川市総合計画基本構想の改定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ×

財産の無償譲渡について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和２年度掛川市一般会計補正予算（第14号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和３年度掛川市一般会計補正予算（第２号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

掛川市健康ふれあい館基金条例の廃止について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

掛川市健康ふれあい館条例の廃止について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

議員名
議案名

＊議長（大石 勇）は、採決には参加しません
＊ＡＭＫ▶アクティブマネジメント・公明クラブ　共掛▶共に創る掛川　至▶至誠の会　志▶志誠会　共▶日本共産党

広
報
か
け
が
わ
２
月
号
の「
高
校

生
が
描
く
掛
川
市
」へ
の
意
見

高
校
生
か
ら
「
掛
川
市
民
の
日
」

制
定
の
提
案
が
あ
っ
た
。
私
は
平

成
１９
年
制
定
の
「
掛
川
市
民
憲
章
」
の

精
神
と
と
も
に
「
掛
川
市
民
の
日
」
を

設
定
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

多
く
の
方
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
く

掛
川
市
民
憲
章
は
「
掛
川
市
の

新
た
な
歴
史
を
拓
く
」
う
え
で
、

市
民
と
し
て
の
一
体
感
と
絆
を
さ
ら

に
深
め
、
誰
も
が
幸
せ
と
住
み
や
す

さ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
制
定
し
ま
し
た
。
掛
川
西
高

生
か
ら
よ
い
提
案
を
い
た
だ
い
た
の

で
、「
掛
川
市
民
の
日
」
に
つ
い
て
、

掛
川
を
と
も
に
考
え
る
日
と
な
る
よ

う
、
多
く
の
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

敬
老
会
の
継
続
開
催
で
高
齢
者

へ
の
敬
い
、
感
謝
、
ね
ぎ
ら
い
の

啓
発
を

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
に
お
け

る
高
齢
者
へ
の
敬
い
、
感
謝
、
ね

ぎ
ら
い
、
優
し
さ
を
市
民
に
ど
の
よ
う

に
啓
発
し
た
ら
よ
い
か
、
具
体
的
な
対

策
を
伺
う
。

「
私
の
健
康
人
生
設
計
ノ
ー
ト
」

の
活
用
を
全
世
代
に
広
め
、啓
発

に
つ
な
げ
て
い
く

掛
川
市
で
は
、「
私
の
健
康
人

生
設
計
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ノ
ー
ト
の
活
用
を
全

世
代
に
広
め
啓
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
の
気
持
ち
や
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
、
自
分
事
に
置
き
換
え
、
と

も
に
地
域
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、
高
齢
者
へ

の
敬
い
、
感
謝
な
ど
の
啓
発
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
不
適
切
行
政
事
務
処
理
の
そ
の
後
に
つ
い
て

・
松
井
市
長
が
願
う
明
日
の
掛
川
市
に
つ
い
て

志
誠
会

草
賀
章
𠮷

QA

A
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予
　
　
　
　
算

令和３年度掛川市公共用地取得特別会計予算に
ついて
令和３年度掛川駅周辺施設管理特別会計予算に
ついて
令和３年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計
予算について

令和３年度上西郷財産区特別会計予算について

令和３年度桜木財産区特別会計予算について

令和３年度東山財産区特別会計予算について

令和３年度佐束財産区特別会計予算について

令和３年度掛川市水道事業会計予算について

令和３年度掛川市簡易水道事業会計予算について

令和３年度掛川市公共下水道事業会計予算について

令和３年度掛川市農業集落排水事業会計予算に
ついて
令和３年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会
計予算について
令和２年度掛川市一般会計補正予算（第11号）に
ついて
令和２年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第５号）について
令和２年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計
補正予算（第３号）について
令和２年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第
４号）について
令和２年度掛川市公共用地取得特別会計補正予算
（第１号）について
令和２年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算
（第２号）について
令和２年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計
補正予算（第１号）について
令和２年度掛川市水道事業会計補正予算（第４号）
について
令和２年度掛川市簡易水道事業会計補正予算（第
２号）について
令和２年度掛川市公共下水道事業会計補正予算
（第４号）について
令和２年度掛川市農業集落排水事業会計補正予算
（第３号）について
令和２年度掛川市一般会計補正予算（第13号）に
ついて
令和３年度掛川市一般会計補正予算（第１号）に
ついて
令和３年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について

条
　
　
　
例

掛川市新型コロナウイルス感染症対策融資利子補
給事業基金条例の制定について
掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の一部改正について
掛川市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
改正について

掛川市手数料条例の一部改正について

掛川市重度心身障害児扶養手当支給条例の一部
改正について

掛川市介護保険条例の一部改正について

掛川市国民健康保険税条例の一部改正について

掛川市地震・津波対策整備基金条例の一部改正に
ついて

掛川市立学校設置条例の一部改正について

掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部
改正について

掛川市国民健康保険税条例の一部改正について

掛川市介護保険条例の一部改正について

議
発 掛川市議会会議規則の一部改正について

そ
の
他

東遠学園組合の共同処理する事務の変更及び規
約変更について

辺地総合整備計画の策定について

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市自
転車等駐車場）
公の施設の指定管理者の指定について（掛川市駅
周辺駐車場）
公の施設の指定管理者の指定について（掛川大手
門駐車場）
公の施設の指定管理者の指定について（掛川城公
園駐車場）
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度
掛川市一般会計補正予算（第10号））
専決処分の承認を求めることについて（感染症予
防対策抗原検査キット購入契約の締結）

人
　
事

掛川市外２組合公平委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて　３件

掛川市佐束財産区管理委員の選任について　７件

掛川市教育委員会教育長の任命について

「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書」の提出を求める陳情書
〈結果〉現在の状況では、核保有国と非保有国の対立が懸念されるため、核兵器禁止条約に署名できる環境を整える

ことが必要である。このため、意見書の提出を求める陳情は「不採択」となりました。

■全会一致で可決・同意・承認

■総務委員会が全会一致で不採択
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